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腫培養液ならびにそこに含まれる腫瘍関連成長因子を用いた in vitro の評価を行った。 
 
【材料および方法】 
 細胞の移動能評価には double chamber system (24well)を用いた。上部 chamber にマウス iPS
細胞(5 x 104)、下部 chamber に悪性神経膠腫細胞株（マウス：GL261、ラット：C6、ヒト：
A172、T98G、YKG1、U87）の培養液 (conditioned medium; CM)または未処理培養液
(unconditioned medium; UCM)を入れ、24 時間培養し、上部から下部に移動したマウス iPS 細
胞数を顕微鏡下に 4 high power fields の合計で比較検討した。次に下部に腫瘍関連成長因子
である vascular endotherial growth factor (VEGF)、platelet-derived growth factor-BB (PDGF-BB)、
stromal cell-derived factor-1α (SDF-1α)、stem cell factor (SCF)を加えた medium を入れ(0.1、1、
10、100 ng/ml)検討した。さらに CM に各腫瘍関連成長因子の中和抗体(1、10 µg/ml)を加え
ることによる抑制効果を検討した。 
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 マウス iPS細胞側における各腫瘍関連成長因子に対応する受容体vascular endotherial growth 
factor receptor 2 (VEGFR2)、intercellular adhesion molecule 1 (ICAM-1)、CXC chemokine receptor 




 移動したマウス iPS 細胞数はそれぞれ UCM; 48±2.9、GL261; 388±69.7、C6; 407±39.6、A172; 
355±59.2、T98G; 401±14.1、YKG1; 403±57.7、U87; 375±46.2 で、いずれの CM 群でも、UCM
群と比較して有意に多かった(p<0.001)。また、いずれの腫瘍関連成長因子存在下でも移動し
たマウス iPS 細胞は濃度依存性に増加していた。CM 内に各腫瘍関連成長因子の中和抗体を





 マウス iPS 細胞の悪性神経膠腫培養液に向けての有意な移動能を確認した。悪性神経膠腫
が多種多様の腫瘍関連成長因子を分泌していることは既に知られており、今回用いたVEGF、
PDGF-BB、SDF-1α、SCF はそれらの代表的な因子である。今回の実験において、マウス iPS
細胞は、これら 4 因子に対しても良好な移動能を有し、また一方、CM にこれらの中和抗体














 悪性神経膠腫培養液ならびにそこに含まれる腫瘍関連成長因子を用いて、マウス iPS 細胞

















細胞において検討した。（方法）マウス iPS 細胞の移動能評価には double chamber system を
用い、上部 chamber に iPS 細胞、下部 chamber に 7 種類の悪性神経膠腫細胞株の培養液
(condition medium: CM)または腫瘍関連成長因子である vascular endotherial growth factor、
platelet-derived growth factor-BB、stromal cell-derived factor-1α、stem cell factor 各々を加えた
medium を入れ、上部から下部に移動した iPS 細胞数を比較した。（結果）CM および腫瘍関
連成長因子に向かって移動した iPS 細胞数はすべての場合において有意に増加した。さらに
CM 内に各腫瘍関連成長因子に対する中和抗体を加えると、iPS 細胞の移動は有意に抑制さ
れた。以上の結果から、iPS 細胞は悪性神経膠腫へ向けて移動し、その移動能は 4 つの腫瘍
関連成長因子が関与していることが示された。 
iPS細胞の悪性神経膠腫への移動能を確認した申請者は、in vivoへの応用研究を進めており、
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